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平成 19 年度 秋期 システムアナリスト試験 出題趣旨 

 

午後Ⅱ試験 

問１ 

出題趣旨 
様々なシステムアーキテクチャが混在している情報システムでは，“開発・運用・保守のすべての局面で複数

の技術に対応する必要がある”，“セキュリティ管理が煩雑である”，“新技術への適応が難しい”などの問題を

抱えていることも多い。システムアナリストは，そのような問題を解決するために基本方針としてのシステム

アーキテクチャを検討し，システム化全体計画に反映させる。 
本問は，検討したシステムアーキテクチャがどのようなものであったか，また，どのような観点から現状と

対比し，総合的に検討したかについて，重要と考えた点とともに，具体的に論述することを求めている。論述

を通じて，システムアナリストに必要なシステムアーキテクチャの方針策定に関する能力や経験，洞察力など

を評価する。 

 

問２ 

出題趣旨 
昨今，品質面や安全面のリスク統制方針に基づき，情報技術を導入してリスクに対応することが多くなって

おり，導入する情報技術やシステム化範囲によって投資額が大きく左右される。システムアナリストはリスク

統制方針に基づき業務プロセスを設計し，情報技術活用の方針及びシステム化範囲を決めて情報システム構想

を策定しなければならない。 
本問は，リスク統制方針に基づく情報システム構想の策定について具体的に論述することを求めている。論

述を通じて，システムアナリストに必要なリスクを統制する業務プロセスの設計能力，情報技術活用の方針の

策定能力，有効なシステム化範囲を決定する能力，情報システム構想を策定する能力などを評価する。 

 

問３ 

出題趣旨 
既に多くの組織で導入されている ERP，コールセンタ，SFAなどのシステムに加え，前後して経営意思決定

を支援するための情報システムが導入されている。これは，単なる業務の自動化を目的とした情報システム化

の構想策定とは異なる。システムアナリストは意思決定に必要な情報，その情報源及びその提供方法を検討す

るとともに，経営戦略に基づく情報戦略を立案し，情報システム化計画を策定する役割を期待されている。 
本問は，経営意思決定を支援するための情報システム構想の策定について具体的に論述することを求めてい

る。論述を通じて，システムアナリストに必要な経営の視点からの構想策定能力，提案企画能力などを評価す

る。 

 


